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　令和 7年 5月27日（火）、看護師特定行為研修

第 7 期生の開講式が挙行されました。

　今年度は、８名の研修生を迎えました。

　県内各地から集まった研修生は皆、それぞれが

所属する施設からの推薦を受け、自部署の責任と

期待を背負い、仕事をしながら7ヶ月間の研修に

臨みます。当院での研修が充実したものとなるよう

精一杯支援したいと思っております。関係各所の皆

様方のご協力をよろしくお願い申し上げます。

　さて、看護師特定行為研修が発足して、今年10

年目を迎えます。創設当初、厚生労働省は研修修

了者を10 万人程度養成することを目標に掲げてい

ました。しかし、2024 年 9月時点での研修修了者

は11,441人とまだ目標値には遠い状況です。その

ような中、平成 30 年度の診療報酬改定では、該

当する区分の研修修了者が評価されるようになり、

令和 6 年度の診療報酬改定では介護保険でも加算

の算定要件に含まれるようになりました。研修修了

者の活動の場も、超急性期分野から、一般病棟や

在宅・訪問看護領域へと拡大しており、徐々に社

会的ニーズは高まっています。そのため厚生労働省

は、「特定行為研修の組織定着化支援事業」を立

ち上げ、特定行為を実践できる看護師の養成に取

り組んでいます。

　当院は、令和 1年度より指定教育機関として特

定行為研修を実施しております。各分野に精通し

た指導医と研修修了者による丁寧な学習サポートを

行っており、当院所属以外の看護師も受け入れてお

ります。これからますますニーズが高まるこの研修

に対して、「興味はあるけど、仕事との両立が心配」

など、迷っていらっしゃる方、まずは、お気軽にお

問い合わせください。

　未来の医療を担う看護師特定行為研修に対す

る、ご理解とご支援をどうぞよろしくお願い申し上

げます。

授業風景

看護師特定行為研修担当

橋口　清美
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◆貴院のアピールをお願いします
　当院は 2025 年４月に天野整形外科より整形外
科事業を承継し、鼠径ヘルニアを専門とする外科
を新設して開院いたしました。これまで鼠径ヘル
ニアと言えば若手外科医の入門的な位置付けと考
えられていましたが、近年は全国的にも鼠径ヘル
ニアの専門施設が増えていて、以前よりも専門性
の高い疾患という認識に変わってきています。日
本ヘルニア学会が新設した専門資格を取得しまし
たので、これからも “ヘルニア道” を邁進してま
いります。

◆先生の趣味・お勧めスポットを教えて下さい
　休日にはビリヤードやゴルフ、トランペットな
どで息抜きをしていますが、最近はベンチプレス
に本格的に取り組んでおります。選手登録して公
式大会にも出場するようになり、現在の公式記録
の自己ベストは 115kg（66kg 級）です。クリニッ
クには大会でも使用可能な公式ベンチ台とウエイ
ト（200kg まで完備）がありますので、気軽にトレー
ニングにお越しください。日本が誇るベンチプレ
スの神様「児玉大紀　世界大会」で動画を検索し
て沼りましょう。

◆当院へのご要望をお聞かせ下さい
　鼠径ヘルニアは良性の疾患で基本的には待機手術
が一般的ですが、唯一「鼠径ヘルニア嵌頓」は場合
によっては緊急手術が必要となります。解除できな
いような嵌頓症例がクリニックに来院される可能性
は高くはないと思いますが、もしもそのような患者
さまが受診された際は救急搬送および緊急手術など
をお願いするかもしれませんので、ご対応のほどよ
ろしくお願いいたします。

【診療科目】

　外科、整形外科、リハビリテーション科

【診療受付時間】

　8:30 ～12:00　/　13:30 ～17:00

【休診日】

　日曜・祝日・土曜午後

　（第 2・第４・第 5土曜は終日休診）

【住所】

　〒860-0053　熊本市西区田崎1-3-79

【TEL】

　096-326-2002

【FAX】

　096-359-2594

【e-mail】

　kikutake@seiryokai.or.jp

【HP】

　https://seiryokai.or.jp/

院長　菊
きくたけ

竹　高
たかし

志

熊本そけいヘルニア・
整形外科クリニック
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　開放型病院登録医の先生方の医療施設での院内勉強会や会議の一部をお借りして、当院の各科専

門医が訪問してご希望の講座を最新の知見と共に分かりやすく解説いたします。貴院所属の医療スタッ

フ様の疾患への理解が深まると共に、お呼び頂きました診療科の診療内容や得意分野なども知ってい

ただく事が可能になり、今以上に顔の見える医療連携として役立つのではないかと考えています。講座

内容については診療科別にご用意していますので、この中からお選びください。費用は無料です。

 開催時間  

　原則、平日の17時から19 時の間で1回30 分～ 60 分程度でお願いします。その他の時間帯をご希望

の場合は個別に対応できる場合もありますので、申込時にお知らせください。 

 対象について 
　熊本医療センター開放型病院登録医の先生方の医療機関に勤務されています医療スタッフ向けとな

ります。最小施行参加者数など制限はしませんので、クリニックの先生方にもご利用いただければ幸い

です。対象地域に関しては当院より車で１時間以内の医療機関を想定していますが、ご希望がある場

合は順次広げていきたいと考えています。なお、下記については対応していません。ご遠慮願います。

　● 政治、宗教、または営利を目的とした企画の場合

　● 訪問講座の趣旨に反する場合

 お申込み方法について 
　講座テーマからご希望の診療科、テーマを選んでいただき、日時（できれば第３希望日まで）、開催

場所、代表者氏名、連絡先をメールでお知らせください。

 お申込み・お問い合わせ先 
　国立病院機構熊本医療センター　管理課　庶務係長　中村　

　MAIL : 613-syomu@mail.hosp.go.jp

熊本医療センターではさらなる医療連携に

お役立て頂きたく、 訪問講座始めます 

訪問講座（医療スタッフ向け）とは

訪問講座の開催方法
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≪ 総合診療科 ≫

　1. 不明熱　2. 診断エラー

≪ 血液内科 ≫

　1. 貧血　2. 出血性疾患　3.リンパ節腫大　4. 急性白血病　5. 造血幹細胞移植 

≪ 糖尿病・内分泌内科 ≫

　1. 糖尿病治療　2. 肥満症治療

≪ 感染症内科 ≫

　1. 胸部レントゲン写真の診かた　2. 肺炎の診かた　3. 抗菌薬適正使用

≪ 腎臓内科 ≫

　1. 慢性腎臓病（CKD）　2. 高血圧 

≪ 腫瘍内科 ≫

　1. がん性疼痛　2. 腫瘍内科医が化学療法時に考えていること　3. 原発不明がん

≪ 消化器内科 ≫

　1. 肝がん　2. 脂肪肝　3. 消化器がんの内視鏡治療 

≪ 循環器内科 ≫

　1. 急性冠症候群　2. 心不全　3. 抗血栓療法 

≪ 心臓血管外科 ≫

　1. 腹部大動脈瘤　2.下肢静脈瘤　3. 大動脈弁狭窄症 

≪ 小児科 ≫

　1. アレルギー（食物アレルギー、小児喘息の診断と治療） 

　2. 血液（小児貧血、小児白血病の診断と治療）　

　3. 感染（小児感染症の診断と治療、流行疾患、話題の感染症など） 

≪ 外科 ≫

　1. 大腸がん　2. ロボット手術　3. 急性腹症 

≪ 脳神経内科 ≫

　1. 脳梗塞　2. 頭痛　3. パーキンソン病 

≪ 整形外科 ≫

　1. 人工関節とリハビリ　2. 骨粗鬆症治療　3. 緊急対応が必要な骨折 

≪ 泌尿器科 ≫

　1. 排尿障害　2. 泌尿器がん　3. 当科で可能な低侵襲治療 

≪ 産婦人科 ≫

　1. 子宮頸がん治療　2. 子宮体がん　3. 腹腔鏡下手術・ロボット手術・子宮鏡下手術 　　

≪ 放射線診断科 ≫

　1. 画像診断　2.IVR （画像下治療）

≪ 放射線治療科 ≫

　1. 放射線治療の概要　2. 緩和的放射線治療　3. 緊急放射線治療 

≪ 麻酔科 ≫

　1. 周術期の疼痛管理　2. 超音波ガイド下末梢神経ブロック

≪ 救急科 ≫

　1. 敗血症　2. 外傷　3. 中毒　4. 心停止　5. 熱中症 / 低体温 

訪問講座テーマ 
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臨床研修医

臨床研修医

臨床研修医

重
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松　拓
たくみ

実

溝
みぞぐち

口　真
まゆ

優

堀
ほりえ

江　ゆいか

臨床研修医

　こんにちは。研修医1年目の堀江ゆいかと申します。４月より熊

本医療センターで初期研修をさせて頂いております。始まって 2ヶ月

ほど経ち、慣れない業務内容やカルテの操作方法などでご迷惑をか

けてしまうことも多いですが、指導医の先生やスタッフの皆様に支え

られながら日々奮闘しています。

　私は、麻酔科から研修が始まりました。カルテ操作も手技も何も

できない状態からのスタートでしたが、先生のご指導の下、充実し

た研修を行うことができています。麻酔科は手技が多く、ルート確

保、マスク換気、気管挿管など多くのことを経験させて頂いています。

まだまだ上手くできないことも多いですが、同じく麻酔科で研修を

行う同期と共に、ルート確保の練習を行い、少しずつですが上達し

ていくのを感じています。

　また、各診療科と並行し救急外来での当直業務もさせて頂いてい

ます。初回は、次々と運ばれてくる患者さまを前に 2 年目の研修医

の先生の後をついて行くばかりで、どのような診察、オーダーを行え

ば良いのか分からず、今までの座学との違いを痛感しました。今で

も1人で出来ることは数少ないですが、指導医の先生、2 年目の研

修医の先生、看護師さん、多くのスタッフの方々の支えのもと日々診

察、手技を学んでいます。

　まだまだ不慣れなことが多くご迷惑をかけてしまうことが多々あ

るとは思いますが、同期と共にこれからの 2 年間で多くの症例と手

技を経験し、患者さまにとってより良い医師となれるよう日々努力し

ていきます。2 年間よろしくお願いいたします。

　こんにちは。研修医1年目の重松拓実と申します。この春に久留

米大学医学部を卒業し、4月から熊本医療センターで初期研修をさせ

ていただいております。研修が始まってまだ1ヵ月少々で、何事も未

熟な私ですが、スタッフの方々に日々助けていただき何とか研修生活

を送ることができています。

　私の研修生活は救急外来からのスタートとなりました。はじめは

右も左も分からず、なにもできませんでした。上級医の先生、2 年目

の先輩方、スタッフの方々にご指導いただきながら毎日学びの日々で、

そのなかで少しずつですができることも増えてきました。知識や手

技だけでなく、オーダーや多職種との連携など様々なことを学ばせ

ていただいております。私が最も衝撃を受けたのは医学と医療の違

いです。学生時代に国家試験に受かるために死に物狂いで得た知識

も、実臨床では患者様1人1人に対しての方針で違い、知識・技術・

経験など多くのことを求められるものだと痛感しました。ただ、学

生時代と異なり、見るだけの実習ではなく、自ら主体性を持ち、考え、

すごく新鮮な気持ちで働けています。それと同時に医師という職業

の責任の重さも感じております。

　豊富な症例数に学び、手厚いご指導のもと、客観的な視点を併せ

持つことができ、さらに約 20人の同期から刺激を受け、切磋琢磨し

ながら自分を鍛えることができる恵まれた環境で研修できているこ

とを非常にありがたく思っています。

　まだまだ未熟なことが多く、ご迷惑をおかけすることもあるかと

は思いますが、1日でも早く患者様、スタッフの方々の力になれるよ

う日々精進していきます。これからもどうぞよろしくお願いいたしま

す。

　こんにちは。研修医１年目の溝口真優と申します。熊本大学医学

部を卒業し、熊本医療センターでの社会人生活が始まり早２か月が

経ちました。まだまだ不慣れな部分も多く失敗ばかりですが、その

分学びの多い日々を送ることができています。

　私は消化器内科から研修が始まりました。病棟では、まずはカル

テの記載やオーダー入力、検査結果の確認などを通して、基本的な

臨床業務を身につけることに努めています。やっと操作には慣れて

きましたが、検査の異常値に気づけなかったり、看護師さんからの

問い合わせに答えられなかったりした場面では、自分の未熟さを痛

感しました。また内視鏡検査や ERCP などの見学では、手技の繊細

さや診断・治療の幅広さに圧倒されると同時に、知識と技術の積み

重ねの大切さを実感しています。基本的なことでも優しく熱心にご

指導してくだる指導医・上級医の先生方のおかげで、このように充

実した研修をさせていただけると思っています。

　また、週に1回程度の救急外来対応では、発熱、外傷、呼吸困難

など多様な主訴の患者さんの初療に携わっています。限られた時間

の中で必要な情報を引き出し、方針を立てる難しさに直面していま

すが、先輩方や先生方のアドバイスのおかげで少しずつ問診や診察

のポイントを掴めるようになってきたと感じています。これからも質

問したり初療に積極的にかかわったりしてスキルアップできるように

努力します。

　この 2 か月間は、覚えること・慣れることの連続の中で自分の未

熟さを感じる日々ではありますが、先生方・スタッフの皆様・同期の

おかげでモチベーション高く過ごすことができています。ご迷惑を

おかけすることもあるかと思いますが、これから２年間よろしくお願

いいたします。
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2025 年 7月　研修のご案内

研修センター
QR コード▶

研修へのお問い合わせはこちら
国立病院機構熊本医療センター
地域医療研修センター（096）353-3515（直通）
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熊本医療センター
地域医療連携センター長

菊川　浩明

診療科 月 火 水 木 金

総合医療センター
（内科）

総合診療

辻　隆宏　
　國友　耕太郎

吉村　文孝
　久保﨑　順子

川口　湧水

辻　隆宏　
　國友　耕太郎

吉村　文孝
　久保﨑　順子

川口　湧水

辻　隆宏　
　國友　耕太郎

吉村　文孝
　久保﨑　順子

川口　湧水

辻　隆宏　
　國友　耕太郎

吉村　文孝
　久保﨑　順子

川口　湧水

辻　隆宏　
　國友　耕太郎

吉村　文孝
　久保﨑　順子

川口　湧水

血液 河北　敏郎
樋口　悠介

　原田　奈穂子
田口　詢　

河北　敏郎
渡辺　美穗

日髙　道弘
河北　敏郎

　原田　奈穂子
窪田　晃　

糖尿病・内分泌 西川　武志（午前新患）
西田　周平（午前再診）

西田　周平（午前新患）
西川　武志（午前再診）

　 西川　武志（午前新患）
 　井手口　拓弥（午前再診）

　 渡邊　拓郎（午前新患）
 　有薗　功一（午前再診）

 　井手口　拓弥（午前新患）
　 渡邊　拓郎（午前再診）

呼吸器内科 熊大医師（院内コンサルト）
感染症内科 小野　宏　 小野　宏　 　小野　宏　　

腎センター
外来 梶原　健吾 吉井　隆一 中村　朋文 畑中　利暉 梶原　健吾

中村　朋文

その他 ＣＫＤ外来 ＣＫＤ外来 ＣＫＤ外来 ＰＤ外来　
　療法選択外来

腫瘍内科 　境　健爾　　 　境　健爾　　
　榮　達智　　

　境　健爾　　
　榮　達智　　 　　　　 境　健爾（2・4 週） 　　　　境　健爾 (1・3 週）

　榮　達智　　

消化器病センター
（消化器内科）

診察

1 診 楠本　周平 　杉　和洋　　 大賀　貴博 　杉　和洋　　 立山　雅邦
2 診 松山　太一 立山　雅邦 　花園　ゆりか 松山　太一 　花園　ゆりか
3 診 源　和也　 　赤木　由理恵 冨口　純　 楠本　周平 冨口　純　
4 診 杉　和洋　

内視鏡

午前
（～ 13 時）

立山　雅邦
冨口　純　

　花園　ゆりか
大賀　貴博

　赤木　由理恵

楠本　周平
　花園　ゆりか

源　和也　
松山　太一 

松山　太一
楠本　周平

　赤木　由理恵
大賀　貴博
源　和也　

立山　雅邦
冨口　純　
源　和也　
大賀　貴博

　花園　ゆりか

松山　太一
楠本　周平

　赤木　由理恵
　岡本　有紀子

大賀　貴博

午後
（13 時～）

立山　雅邦
　花園　ゆりか
　赤木　由理恵

大賀　貴博
冨口　純　

松山　太一
冨口　純　
楠本　周平

　花園　ゆりか
源　和也　
大賀　貴博

立山　雅邦
松山　太一

　赤木　由理恵
源　和也　
楠本　周平

立山　雅邦
冨口　純　

　花園　ゆりか
源　和也　
大賀　貴博

　赤木　由理恵

松山　太一
楠本　周平

　赤木　由理恵
大賀　貴博
源　和也　

超音波室 　杉　和洋　　 冨口　純　
大賀　貴博

立山　雅邦
杉　和洋　

　岡本　有紀子
　赤木　由理恵

杉　和洋　
源　和也　

心臓血管センター
（循環器内科）

新患 木村　優一
山村　智　

有馬　義博
　尾﨑　滉志郎

（隔週）
片山　哲治 田山　信至 松原　純一

再来 田山　信至 松原　純一 山村　智　
有馬　義博

　尾﨑　滉志郎
白尾　友宏

片山　哲治
木村　優一

（心臓血管外科） 手術日 岡本　健　 　　　　田中　睦郎（再診） 手術日 岡本　健　

精神・神経科
初めての方

2 回目からの方

小児科

診察 水上　智之 興梠　雅彦 岡田　拓巳 水上　智之 渡邊　優　
免疫 水上　智之 水上　智之 水上　智之

血液 興梠　雅彦
右田　昌宏 右田　昌宏

アレルギー 　　 　　渡邊　優（予約のみ） 　　 　　渡邊　優（予約のみ）　　 　　渡邊　優（予約のみ）

外科 中川　茂樹
　　　 　日髙　香織（2・4 週）

水元　孝郎
松本　克孝
髙津　研翔

岩上　志朗 宮成　信友
黒木　秀幸 　　久保田　竜生　

脳神経センター
（脳神経外科）

中川　隆志
大塚　忠弘 手術日 　堀　遼太　　

大塚　忠弘
中川　隆志
伊東山　剛

川　健史
大塚　忠弘

（脳神経内科）
１ 診 　幸崎　弥之助 田北　智裕 　髙松　孝太郎 小阪　崇幸 津川　貴博
２ 診 　髙松　孝太郎 小阪　崇幸 津川　貴博 　幸崎　弥之助 田北　智裕

整形外科

午前
1 診 　　　　満瀬　葉介（新患）

手術日

　　　　前田　智　  （新患）

手術日

　　　　興梠　航　  （新患）
2 診 　　　　福元　哲也（新患） 　　　　福元　哲也（新患） 　　　　中馬　東彦（新患）
3 診 　　　　福田　和昭（新患） 　　　　福田　和昭（新患） 　　　　中瀨　啓太（新患）

午後
1 診 　　　　興梠　航　  （再診） 　　　　浅沼　涼平（再診） 　　　　満瀬　葉介（再診）
2 診 　　　　福元　哲也（再診） 　　　　中瀨　啓太（再診） 　　　　中馬　東彦（再診）
3 診 　　　　福田　和昭（再診）

泌尿器科 前田　喜寛
担当医

菊川　浩明
鮫島　智洋

　神尾　琢克伸

担当医
（手術日）

（紹介のみ）

前田　喜寛
矢野　大輔
村上　栄敏

菊川　浩明
担当医

産婦人科 髙木　みか
　瀬尾　優太朗

山本　直　
坪木　純子
米田　征義

手術日
髙木　みか
坪木　純子

　瀬尾　優太朗

山本　直　
米田　征義

感覚器センター
（眼科）

渡邉　隆弘
中原　敦子
髙田　遼　

（手術日）
渡邉　隆弘
中原　敦子
髙田　遼　

（手術日）
渡邉　隆弘
中原　敦子
髙田　遼　

感覚器センター
（耳鼻咽喉科） 手術日 上村　尚樹 手術日 上村　尚樹 上村　尚樹

感覚器センター
（皮膚科）

初診（紹介あり） 山下　淳二 牧野　公治 　稲葉　かずは
担当医

（手術日）

　大溝　耕一郎
再診

（初診 その他）
　稲葉　かずは

山下　淳二
　大溝　耕一郎

牧野　公治
山下　淳二

　稲葉　かずは
牧野　公治

　大溝　耕一郎

形成外科

（ 午　　　後 ）
大島　秀男

（リンパ浮腫外来）
蓮田　敏也
室田　啓介
植田　遥子

（ 午　　　後 ）

手術日

（ 午　　　後 ） （ 午　　　後 ）

担当医
（紹介のみ）

大島　秀男
蓮田　敏也
室田　啓介
植田　遥子

大島　秀男
束野　哲志
蓮田　敏也

放射線科
治療（予約制） 冨髙　悦司、　大塚　崇裕

画像診断 根岸　孝典、　浅尾　千秋、　伊藤　加奈子、　井上　聖二郞、　大塚　崇裕、　吉松　俊治

麻酔科 宮﨑　直樹
（術前診察 / 麻酔相談）

（午前のみ）
瀧　賢一郎

（麻酔相談）
緩和ケア外来 　境　健爾　　 　境　健爾　　 　境　健爾　　 　　　　 境　健爾（2・4 週） 　　　境　健爾 (1・3 週）

歯科
口腔外科

　　森　久美子　　
谷口　広祐

　　東　真有香　　
上田　夏野

中島　健　
森　久美子
谷口　広祐
東　真有香
上田　夏野

中島　健　
谷口　広祐

　　東　真有香　　
上田　夏野

中島　健　
谷口　広祐
東　真有香
上田　夏野

中島　健　
谷口　広祐
東　真有香
上田　夏野

救命救急センター

櫻井　聖大
渋沢　崇行

　清水　千華子
伊東山　剛
橋本　聡　

　久保﨑　順子
吉村　文孝
深水　浩之
大本　寛之
松本　雪菜
笹尾　駿介
山本　亮　

櫻井　聖大
渋沢　崇行

　清水　千華子
伊東山　剛
橋本　聡　

　國友　耕太郎
川口　湧水
深水　浩之
大本　寛之
松本　雪菜
笹尾　駿介
山本　亮　

櫻井　聖大
渋沢　崇行

　清水　千華子
伊東山　剛
橋本　聡　
深水　浩之
木村　文彦
大本　寛之
松本　雪菜
笹尾　駿介
山本　亮　

櫻井　聖大
渋沢　崇行

　清水　千華子
伊東山　剛
橋本　聡　
松本　克孝
深水　浩之
大本　寛之
松本　雪菜
笹尾　駿介
山本　亮　

櫻井　聖大
渋沢　崇行

　清水　千華子
伊東山　剛
橋本　聡　
深水　浩之
宮内　大介
大本　寛之
松本　雪菜
笹尾　駿介
山本　亮　

看護外来
ストーマ 認定看護師 認定看護師 認定看護師 認定看護師
がん看護 認定看護師 認定看護師 認定看護師 認定看護師 認定看護師

移植後フォローアップ 担当看護師 担当看護師 担当看護師 担当看護師 担当看護師
（注）担当医は都合により変更することがあります。    手術日はお待たせする場合もございますので、御了承ください。             　R7/7/1
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